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荷電圧変換ゲインは FD 容量（CFD）に反比例し，一方で飽和電荷量は CFDに比例する関係にあり，感度とダイ
ナミックレンジのトレードオフ関係に陥ることである．これらの背景を鑑みて本研究では，広光波長帯域・紫外




第 2 章では，広 DR・広光波長帯域 CMOS イメージセンサの構成と要素技術について論じている．分光分析
機器の 10 年間使用の積算光量に相当する重水素ランプを用いた紫外光照射加速試験によっても感度劣化が生じ














































本分光イメージングシステムを用いて，LED をイメージセンサと同期して駆動させることで 190-1100nm の紫
外光から近赤外光までの任意の波長を色収差なくリアルタイムに分光イメージングが可能であることを実証した． 
本研究で創出した高輝度紫外光源下でも感度変化のない，紫外光から近赤外光まで感度を有する広ダイナミッ
クレンジ CMOS イメージセンサ，また本センサを用いて被写体の位置情報や波長情報を必要とする農業，医療
等の幅広い分野に有用なリアルタイム分光撮像システムを実現するための指針を明らかにした． 
 
